
OB≦ ≧影を言十幸慶準与

(平成 6年 1月 1日 ～平成 7年 6月 30日 )

会計 23期 鳥越

収 入 の 部 》

35周年記念事業繰越金

OB会費納入 (214名 )

寄付、カンパ等

預金利息

707,169

1,935,000

44,313

1,224

計

支 出 の 部 》

OB会報 (や まざと)No.1制作費

″       郵送料

″     No.2制 作費

″       郵送料

平成 6年度小屋作業差 し入れ  ‐

OB・ 現役 (3年)懇親会

21期村中さん香典

その他諸雑費

2,687,706

65,852

84,930

125,939

105,360

50,000

100,712

10,000

24,611

計

《差 引 剰 余 金 》

収  入  の

支  出  の

部

部

567,404

2,687,706

567,404

差  引  合  計 2,120,302

上以
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麟 毒 C礫 ∪ 夢 と わ 迂 登 兄

錦萌 佐川 貴欠

主将になってますゝ めに思ったことは、果た

してヮンゲル主将とは?といっことでした。

昔はどうだったかわかりません力ヽ 今のヮン

グルでは、普段主将がやらねばならない仕事は、

具体的に「 これだ」というものがありませれ

という力、一人勝手にそう思っています。主将

よりも、L会やP審の議長、あるいは各山行の

リーダーの方力ヽ 多分たいへんでしょう。

結局のところ、今現在においてはあまり自覚

も仕事もないまま、平和に主将を務めています

し、今後もそんなに意識しないで気楽にやって

いけるだろうと、楽観的に考えています。

主将が頼りなけれ日頼りないなりに、部員の

各人がしっかりしてくれるだろうし、それぞれ

が自分のやりたいことをやっていくことカミ 部

の活l生化にもつながっていくのでは一と思って

います。

さて、部の近況です力ヽ 今年は新入生の出入

りが激しく、なかなか数が確定しなかったので

す力ヽ i冤在の所12名 ということでほぼ落ち着い

たと思います。

ふだん具体的に何をしているのかということ

です力ヽ トレーニングは、月・水 。金の週 3回

角間周辺を∞分ほど走って、その後軽 く筋ットレ

をやっています。練習量は城内の頃とそれほど

変わっていません力ヽ 雨天時の トレーニング法

がまだ確立されておらず、雨の時刷思いつきで

屋根のある所を探して、そこでできることを何

かしています。

そして篠習が終わって午後 7時からは部室で

L会 ,P審・L権審議などを行います。以前の

部室に比べると、蚊や虫がいなくなったのはい

いです力ヽ 音楽系のサークルがちょっとうるさ

い。

ところで、ワングル部員の経済状況はという

と、特に新入生にとっては非常にきつい。まず

部費と保険で70∞円、その他山行では、高二郎

新 トレ、第 1回 トレ山、第 2回 トレ山、夏合宿

本番とでそれぞれバーティーにより多少異なり

ます力ヽ 4000円、∬∞円、7ooo円、N000-脚
円くらいかかります。この辺は下界で生活して

いても食費などはかさむので、それ:まどの負担

とはなりません力ヽ 問題はやはり装備で、全部

Filえ ると7-9万円くらいかかってしまいます。

一気に揃えるのはやはり厳しく、OB、 慾

あるいは辞めてしまった人などから借りたり、

あるいは譲ってもらったりしながら、ゆっくり

揃えていきます。

その他た学生生活で、角間に移って変わった

ことといったら、やはり交邑ド利更になったこ

と、学生街力河選 から旭町周辺に移動してき

たこと、 2年前から学部へ上がる際の仮進級制

度ができ、留年が減ったなどです。

今年は角間にすべてか移ってから2年目で、

まだヮングルも大学も発展の途中です。

もし金沢に来る機会がありましたら、山の中

です力ヽ 是非ワングルの部室にも立ち寄ってみ

て下さい。

第認既晟霊扇豪ま、W期と比べて変わった所

は、物 年間行事に関して、冬、春合宿の参加

が義務ではないとしたこと、及び、 5月 の末に

雪上訂1練を取り入れたことです。この他は基本

的に大きな変更はありません。以下、全文を掲

げます。
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第 38期 ヮ ン ダ ー フ ォ ー ゲ ル 部 運 営 方 針

(1)P。 ■

P.‖。とは、行きたい嗜ツヽメンバーを募り、

行きた0弯鋤い行くというo9ェ、瑾本的

には部の活動の■貫ということになろう八

参加はあくまで部員個人の任意によるとい

う点において、行事とは‐線を画するもの

である。まな 部の活動として、最も理想

的にかつ自然なものであり、主眼とすべき

,も のである。

くP`‖
=にけ る難 >

1:P。 ‖。としで薄貶術う場合には 二‖.審

議会に時 出伝 その許可盤
`ナ

ればならない。

2:1回生か 。W,への参加について、山行は

夏翻 訳 山行以わ もの1よ 新人生ト

レーニング山行以前であれば、原則として

,許可しなし、 P。 ‖.… 当たるかどうか
―
の判断R PoW.審議会に委ねる。

3:冬山、春山における行事のいずれにも参

加していない者な 原則として弧 春山

の参加は認めない。

4:アイゼン、ビッケルを使う見込みのある

Pら 性今の参加は原則として春合宿参加者に

i限る。       i
5:全ての■W。 において、コースや目標kメ

ンパーについては罐 韓 まな

|り ,グ
=に

ついては り
=ダ

ー
ー

の議

条件から判断したパTティー輌員″P.‖.審

議略をでu瞬十ヶる。

6:P.‖。い べたよう.こ 行きたい者が

行きたい場所へ行くというものであるため、

1参加者のうちリーダー権のある者なら誰で

もなれるということは いうまでもなし、

―
そのままリーダーになるという形

式にも幾つかの利点はあるがt特にそれに

こだわる必要はなく、パーティー内で意欲

のある者、最も適した者がリーダーになる

のが望ましい。

7:一つのP.露 .力 .ヾ薔 .客議会で許可を得た場

合、その発寓者 :ま速やかに、そのP."`の目

的、行程、内容、メンパー条件等の詳鞭を、

他の部員全員に知らさなければならない。

8:P。 騨.の計画は、顧群、及び学生係の許可

を必要とする。

(2)年酪 事

行事は口術 など部の働 において、搬

にとって必要性の認められるものに‐‐pぃて

行う。すなわち経験を積み、技術を修得す

るといったこと力くその胸 の統 にな

るのである。したが って行事に参加するこ

とは機 の教 あり、多警議測警から実

施に至るまで、関与する部員全てに積極的

に参加及び協力の義務がある。年間行事の

計画は顧問教官及び学生係の許可を必要と

する。

但し、冬、春の合宿、そして今回から行わ

れることになった雪上訓練はとりあえず年

間行事に含まれる力ヽ この 3つについては

卿 に貫識務とはしない。

(3)ワ ンデイハイク

フンデイハイクの

―

はP.W。 と何ら

変わりない。十分に安全であると判断でき

るものについて、部内の判断によって認め

られる活動形態である。

<ヮ ンデイハイクに関する規定>

1:ワ ンデイハイクとしての活動薩イテう場合

ι押 .‖.審議会に計画書を提出し許可を受け

なければならない。通例にワンデイハイク

は日帰りである力ヽ 場合によっては、それ

以上でも認められることもある。その判断

は、P.臀 .審議会に委ねる。

2:1回生のヮンデイハイクヘの参加は、新

入生 トレーニング山行以前でも認める。

3:リ ーダー資格、サブリーダー条件、欠員

等について:よ P.‖ .、 行事と同じくする。
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(4)リ ーダー資格及びサプリーダー条件に関

して

リーダー資格な リニダー雑 晰予う審

議を受けた後に与えられる。

<リ ーダー資格及び、サプリーダー条件に関

する規定>
1:1回生です連の審議を受けた者lよ 夏合

宿以降、山行以外のリーダ∵となりうる。

この場給、 リーダー経験者がサプリーダー

となる必要がある。

2:夏山で初めてリーダーとなる者は、 3回

生以上の山行リーダー
ー

をサプリーダ

ーにする必要がある。

3:雪山においては3回生以上の冬山リーダ

ー経験者をサプリーダーとする必要がある。

4:川下りなど、山行以外の知識た技術を要

するP_"。 ではサプリーダーにそれらの経験

者を必要とする。

5:ロードなど山行以外の活動においても、

サプリーダーはリーダー経験を必要とする。

(5)攀
1 :絵
総会は全部員で構成される部の最高決定機

関である。

2:代表会

メンバーは 各学年ミーティング議融 主

将、副将、リーダー銀 PoW・ 審議会議

長を基本とするがt必要に応じd関係部員

の参加が望まれる。ここでは、各学年ミー

ティングで話し合われた内容のうち、総会

招 集するに及ばない喩 日程の都合等

で総会が開かれない場合などについて話し

合いがもたな 駿 によって機 に鍋

る決定権をもつ。

3:各学年ミーティング

部の運営に関することについて話し合いが

必要な場合、各学年のミーティング議長の

召集によって開かれる。

4:リ ーダー会 (1コ 斜

リーダー会は年間行事の審議機関であり、

前期 (4-9月 )は 2-4回生、後期 C10

-3月)は 1-3回生によって構成される。

(6)矩
欠員ととシ ―ヾティーにおいて欠くことの出

来ない最低眼度の人員をさす。

<欠員 (不可嫡 について>

1:山行における欠員は原則として5名とす

る。その内訳はリーダー、サプリーダー、

そして軸 を受けた上回生を含み、か

つそれ以外 2人いるわけである。

2:リ ーダー、サプリーダー、そして医療審

議を受けた上回生のうち2人が事故者に付

き添い、残る1名が連絡員、もしくは残り

のパーティーを指揮する。但しこれは、あ

4ま で事故者が1名の時の、しかも基本的

なもので、事故の状態などによってはリー

ダーの臨機応変な判断に委ねられる。

3:山行以外の活動の欠員については、その

都度検討が成される。山行かそうでないか

の判断はP。 ‖.審議会、リーダー会に委ねる。

4:医療審議についてはリーダー審議会に委

ねる。

(7)個い.山イテ

個人山行とは、部の、また学生係の銀

許可を受けずに山行にでかけるものである。

(山岳会等においてはこれにあたらない)

事故にあった時、その責任を個人で負いき

れず、部全体に迷惑がかかることを考える

と好ましくない。力ヽ 山行経験を積むこと

は、いうまでもなく大切なことであり、個

人山行を禁じることはそれを聞ざすことに

もなりえる。以上により、本年度も禁止と′

ないことにする。力ヽ もちろん事前に書L
または他の部員に連絡し、計画書等を提出

することは最イ氏眼のマナーであろう。
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(3)購
この輸 卜に直接の胸 くないものにつ

いて判断の必要が生じた場合には、これま

での部の償習または一般的に運当であると

考慮される基準につもヽて判断が下される。
<蜀 >

1:山行計画書には、確実な連絡体系を確保

するため、必ず以下の連絡先を明記こ′なけ

ればならない。

パーティーメンパー宅、及びその実家

大学学生部

輔 宅

翼役軸 2名宅

2:鞠 員連絡先の2名 |ま、他りの全部員
への連絡体系 鍵鷲縦Dを確認、種握する。

またその2争 iネ をヽアいや`なる戦 で、
連絡を受けられるような姿勢であることが

望ましい。

<自家用車を使用した山行 (草山イ静

について>

P.‖。や行事の交通手段として、自家用車を使

用すること|よ 交通事故、通転者の負担を考

えると好ましくない。しかし、時間的に制約

されている場合などでは、公共の交通機関を

使うことが難しいと思われる。よって安全面

からも、部として次のように定める。

1:山行で自家用車を使用して起きた事故に関

して、基本的に部:ま責任を負わない。

2:各パーティーは、自家用車翻 サ
‐
る際、

走行距離 lhにつき万円を基準とする謝礼を

縮 に支払わなくてはならない。

3:山行リーダーは自家用車翻 する際、運

転者の精神的t肉噸 を考慮に入れて、

計画をたてなければならない。また、運転者

に対して、事前に説明を行わなければならな

い 。

4:車の所有者|よ 自家用車の使用を強制され

ない。

94-課 義 及 び P‐  W・

*赤谷山ワンディハィク  11/4■ 5

馬場島一ブナクラ峠―赤谷画―馬場島

L浅野 SLBI]宮本 吉原 阪本
*初冬大笠山トレーニングPW l1/12-13

旧桂集落―前皮■ふ
二大笠山一1日桂集落

L新堀 ユ藤巻 福日 吉原 御 :l ミリアム

*冬合宿 荒島岳   1レ 像l-2   ‐

登山ロー小荒島岳―シャクサゲ平―荒島岳
―シヤクナゲ平―勝原スキー場―勝票駅

CL山本 3Q山口 (含む3年 8名  2年14名

1年 8名 前田画勤
*策ケ岳PW  1/7-9

金沢―身延―ム馬場一X布引山き気ケ岳
一馬場―身延―金沢

L金吉 S‐lll 田中 友野 宮本
*赫 醸   3/1o-11

金沢―神城―五竜遠見テレキャビ山麓駅―

地蔵の難 T背髪―地蔵の頭―神城―金沢
L柴田 SL山口 新堀 藤巻 福田

*赫  
…

 3/20-"
金沢一神城―テレキャビ山麓駅二地蔵の頭
―J喘現山一 大遠見山=自岳―地蔵の頭
―神城―金沢

L柴田 ∬L山口 (3年 7名 2年13名 1年 5

名 計翡名)   .
*大笠濁笈ヶ岳

'W  3/25-4/2金沢―セイモアニ奈良岳手前一沈毅―茄摩
木古山一沈澱―赤摩木古山越えた鞍部一

沈毅―タカンポウ山一西赤尾

L石川 SL田中 」燎 御 ‖ 漸醗 離

*1. 2年面子                ・

く南紀ロード  3/28-31 >

「 金沢―X紀伊勝浦―滝前一湖 ―ムグリー
ンピア南紀―

― ―串本駅―X潮岬キャン

場 ―串本駅

L正善 誂橋本 ミリアム、西馬
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く犀奥 高尾山・古次山  3/i5-17 >
兼六園下一芝原一ふ吉次山一ム奥高尾山一

高鳳山一自雲機ホテルー兼六園下

L′ 宇根 SLヤリ11 小林 小泉 石谷

<南伊豆ロード  3/盤 -31  >

金沢―浜松=ム 今井浜海岸―白浜πふ吉佐美
―タライ岬一石廊崎灯台

L友野 SL牧原 吉原 四幽 川本 阪本

<八ケ岳   3/28-31 >
金沢一茅野駅―渋の湯-2黒百合ヒュッテー

東天狗岳一根石岳―夏沢峠―硫黄岳―赤岳鉱

泉スータユ罰百―翻

L宮本 SL金吉 浅野 イ洒 岩倉

95-諄

*新歓山行 医王山  4/2-23
CL宇根 (含む 3年14名 2年 8名  1年 8名 )

*新 トレ偵察 高二郎  5/6-7
金沢大学一犀りIlダムーふBH― 旧道入画―

ザック置き場一前高二郎山一高二郎一BH
剛 11ダムー大学

%橋本

“

L金吉 (含む3年 6名  2年 9名)

*新 トレ山行  高二郎 5/20-22
大学―駒帰―尉 Hダムー ス BH―高二郎―

ぶ BH一刷 :|ダムー駒帰―兼六園下

CL橋本 S軋金吉 (含む 3年14名  2年10名

1年 4名) 「

*議節 麒合宿 5/2-28
金沢一立山駅一雷鳥平一rliR/」 涯毬 ―雷鳥平

一立山駅

軋浅野 CSL金吉 (含む3年 9名 2年 2名

1年 1名)

榊 9η9f

今年は4パーティー出ることになりました。

*北海道パーティー  6泊 7日  8月上旬

L牧原 ヽ宮本 だ琳  吉原 老日 川本

上国 島日 本下 ガリ:|

十勝岳温泉一上ホロカメットクー十勝岳―

オブタテシケ山一トムラウシ山一適劇鵬一

白雲岳―旭岳一黒岳―層雲峡

。第 1回 トレーニング山行 6/24-25

富士写ケ岳 L小林 乳牧原

。第 2回 トレーニング山行  7月下旬

2泊 3日  L老田  市ノ瀬一月1山一

南竜一御前峰一房1当出合

*北アルプスパーティー 7泊 8日  8月上旬

L正善 SL橋本 浅野 」ヽ西 後藤 掛布

中野 村井

立山室堂一雷鳥平=剣岳一雄山一浄土山一

五色ケ原―葉師岳―黒轟 一三俣蓮華岳

―駄 岳―槍ケ岳一騰 温泉

・第 1回 トレーニング山行 6/17-18
口三方岳 LIEIヽ 橋本

。第 2回 トレーニング山1■  7月下旬

2泊 3日 L小西 男1当出合―南竜―御前峰

一大蜘峰一中宮道―中宮温泉

*南アルプスヨ曖ル ―ヾティー8泊 9日  8月上旬

L友野 SL金吉 西馬 自国 阪本 ミリアム

山崎 加藤

時 甲斐駒ケ岳一仙文文一北丈一rHlノ 岳

⇔農鳥岳一ヨ嚇響ll岳 一塩見岳=三伏峠一場 Il

・第 1回 トレーニング山行 6/2-25
大笠lL L金吉 SL友野

・第 2回 トレーニング山行 7月下旬

2泊 3日  L西田 男1当出合―南竜一御前峰

一人汝峰―加賀禅定適一一里野宙 ??
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*南アルプス紳 ―ヾテイー

10油11日  8月上旬

L鶴:I SL嚇17覇 輔 7i燎 論

黒須 高岩 糊‖

井,lT大無聞山,光岳―池El岳一黒沢山一

黒潤師岳一鰤 ―沢口山一寸又峡温泉

・第1回 トレーニング山行 7/1-2
鋤 。高尾山 L三浦 SLi却 II

。第 2回 トレーニング山行  7月下旬

3泊 4日 L岩倉 越後三山

そ の 他 の 予 定

*ヨ藝狂コ熟創司ヮンデリング 8/器―あ

冠岳・浄法寺山 (主宰 福井工業だつ

*小屋作業及び月見の宴  9/盟 -24

軋正善

*:冬ィ学者 |

*四回生追い出しコンパ

*適罷当曽

*1、  21老L崎

12月下旬

1月下旬

3月

3月 -4月

蕃 議 受 菩F葺義
`名 簿

*37期  4回生

福田 武志  金沢市天神町2-2-42

文―史   京都府京都市:L科区勧修寺業山3-258
山口 陽―  金沢市小立野3・2-21森ハイッ203
正一機   静岡県富士市今宮820-16

柴田 祐介  金沢市田上1-16TTハ ィム90_lol

経     愛知県西春日井郡西批把島町辰新田65
戸圏 良和  金沢市田井町182630M-1203
理―物理  愛知県額田部幸田町深溝下山村12-1

新堀 由佳  金沢市旭町3-12-5ハ イッIKKOH2 103
文―行   富山県富山市本郷町五区27-6

藤牧 康子  金沢市旭町2-6-26A Yコ ーポlo3

文―史   長野県長野市月中島町原1245-6

山本 英男  金沢市小立野1_2717ド ミール小立野102
エー機   神奈川県横須賀市公郷4-65-18

若山 悟   金沢市旭町3-9-1ア メニティ930
理―数   石り:1県輪島市小伊勢町下山下136-5
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33-0776

0564-62-5719

34-3121
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32-8048

0262-98-2337

23-7384

0468-53-5498

32-9513

0768-22-6502
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編 集 後 記

猛署の昨年とうってかわり、冷夏の予報か出ています。今年はどんな夏山になるでしょ
うん、

おかげ様で、多くのOBの情報が載る会報になってきました。この上半期例年になくニ

ユースがあふれ、多くの方々が災難に巻き込まれました。誰もがこれまでを振り返り、こ
れからを考みる機会となったようです。この会報もそんな時代の波に乗り、誌面で―
交換ぃ 考えていけるものになってくれれば一ひたすら、皆様からの返信と誌面参加をお

待ちしていま九

なかなか具体的な対策が講じられない遭難対策。今回は3期高島さんとその友人の寺崎
さんのご厚意で、貴重な遭難記を載せることができました。まずは遭難<防止>対策とい
うことで、生々 しい議 嚇 って下さい。                 1
表紙イ7不 卜:認lM7r● 敏さんにお願いしました。
秋のだ見の宴へのご参加を、心よりお待ち申し上げております。

鍵   舟田 節子)

OB会 報  
「

や ま ざ と 」
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